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Ｘ線分光撮像衛星 XRISM は軟X線分光器 Resolve と軟Ｘ線撮像装置 Xtend で構成されている。Xtend に搭
載されている軟Ｘ線撮像検出器 SXI は 0.4 keV–13 keV の広いエネルギー帯域で 38 分角平方という広い視野を
実現するＸ線 CCD カメラである。CCD カメラの特徴の一つにゲインの線形性が優れていることが挙げられる。
線形性が優れていればエネルギー校正が容易であり、その結果に対して系統的な不確かさが入りづらい。今回我々
は SXI のエネルギー線形性を評価するために 55Fe 線源を照射させた状態で SXI に組み込まれている ADC に
対するオフセット電圧を徐々に増加させ、高エネルギーＸ線を模擬してデータ取得を行なった。次に取得された
データを使用して様々なエネルギー帯での入射Ｘ線エネルギーと出力波高値間での線形性の評価を行なった。そ
の結果、シングルイベントでは 10 keV までは線形性が保たれているが、それ以上のエネルギー帯になると線形
性から外れる傾向があることがわかった。ただし、不定性も大きく、軌道上のデータで検証する必要がある。本
講演では、SXI のエネルギー線形性の評価方法とその結果を報告する。


